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本学附属歯科診療所ではサ採持されたア.3レジネ- ト印象は歯科衛生士が模型樹である硬石膏を練和す吏主人

し.膜Jr..rJ.Jを製作している.硬l汗Hjよび水は計量二カ･ソ7:-こ量り∴榊LIJIJを用いて計量している.本学附柚1漬L-l一軒

しやすい石膏を練翻するよJ)に心がけてい,:Jことが明らかにな-:)た.そこで附I.･L･;苗杵診煩所にて練和された
行持L7)混水比を調在す,-Lことにした.また.この什膏を川いて=廿里の試験片 は)1)xL)11111山 を製作し圧縮

強さ,試験片の石膏密度および試験片中の内部気泡の有無を調 べた.

JIの結甘 混水比は().iZLト0.i)車)範囲に'JiLIlJLL て ∴ ､1'--1'引 直 は 0.1'.律準偏差0.01()であり.メーカー記拭U)

腔準混水比である(1.2:三と:振出した情が 得 ら れ て い た . 桂 川 ･桁 ′ト ト10㌢,LJ)I)+,8/(.(封黒隼偏差が(),00811両で非

常に安定した敗情が得,+i-′Jこし,本陀u ) ltヰ再 こIr苗 牛 I:は 常 に ･定 の 流動什をも･_)た付右足を練和していることが

明 らかとな･)た.

混水比が().]こiであ-.'た試験片U)I用摘 ミさ の 半 均 は iO .1)こiM I'こtで あ L')､ メーカー記Liiku),1911r)こlと比較して小さ

くなる結果とな,)た.

圧縮強さと混水比の間には強い相関関係 が 見 ら れ た が , 試 験 きちふの石膏密度および内部気泡の発生状況と混

水比叫日日二相関関係は見られなか-)た.
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歯科技工士にとって,模型は絶対的な存在である◆

r･-_∴∴ 工･-∴.･一･､..I-日直こ∴"I:..ll.:･. ･ 仁 ~

ある石膏を注Aする作業は,印象採得著である歯科

医師でもな く,技工操作を行う歯科技工当二が行うわ

げ で もな くヲ通常多くは歯華か衛生士あるいは歯科助

.r -･.･:; 一､･'.

'∴::二･･~∴ 一･}:HL.'(.T'' 一二.'工､･;∴/[∴二

斗j'lllIEt･.1:.I:塁上 ･rL1日 -_1十 /I. I.･:二一J､I-∴.i.:I-･l

塑上で実際に作業を街う歯科技工士は把握していな

いのが現状である.

そこで,印象に注嵐される着密がどのように練和
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胃と定めて本学附属歯科診療所で採得されたアルジ

･･､-:･l宮l/.1日1'51'_IL J･.一了rL).∴

Ⅱt本学診療所 における石膏練和方法

1..半日:'",ロ ト十:..lLl-･･JJ

巨!;i.■∴十一∴ .･■J∴ 卜 -トロし 二,･トー∴ ､

歯科衛教士が堆石潜を練和 し類印象に注入して模型
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∴:･･'-･J∴:･∴･;-/.1) _:;.I I.車'∴･.･二.L.

二.I (.･l;.･･lL十l∴,･二十

石膏の計巌には歯科用常温登脅沙ジンであるオス

IlI:･ ご･:I-･里･!.J ･･:･､..[･i言 :-:: ~■ 'L･,l十

HJL軋ト､: /･. ･J'l･).巨･∴∴∴ I Jノ､1ト :il

Ll･･,(日.･･了ミtIt: ' ll.L'11斗 :･一早 目 .●､::::I-)､

として計塵 していた.
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-トIJr日.:.::.:■十二i.::∴∴:∴･一､'-･'t一丁 ∴∴一一∴ t.

∴J:軋 .Li!j∴L:二二′;一..':晶†;Tl.:: /.1二i.I.I:十 ･.:

印象内に接見しやすい石膏泥を得ることを胃的とし

ー∴■盲!1:日 で'.･∴ ∴ ･∴

計巌 した石膏 と水は真空練和器のカップに敬 治,

手繰和により両者が均等になじむ状態にした複,慕

Ill-･∴く巨斗ll't_:I.･∴ ･∴.

石膏の練和について調査対象の歯科衛生士にアン

'･ : 川 l ･h-l- Lt/;J ''L.･: 機:･し :そ.I.J､

海図手練和 した石膏に主に氷を加水して石膏の硬さ

･'1･.十ト:~∴ 工,∴ ｢∴ L<'lr･:,･い･:･:i･･-･･:i-.I:潤一二二

日.;1'L-;).'=.j!l:I'.二･冊 J∴ . '臣打･'､.､二ごi/l､∴:･:l'-:..I
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臥 研究方法

I. 小 ･:i∴}{J.I.:uJi∴lr;_)､

､･･'.'工 .:~､-:､l二l',lJ二言 /､十 ･∴ ･II:J.･_/l･;:'JT....I.i

既を求めるため,歯科衛生士の日常業務の流れを可

及的に乱すことのないように∴ 下記の方法を考案し

た.

l I.･l_上 川:,;_.._:;

:[',lt●l .I., ∵ ･L.::･､∴∴_､∵i冒し一.:I.- L.//..∴･J/_

十二llJT∴7.-..･'亘.,i.･∴.ユ:_I:;ト∴;ー廿十･/_上 -･I-.

ミ!･∴ ∴ -‥･,/tト ー二1:I.卜:(;了 11･='(J.:･!昌

様

アンナ一一ト

日)磯郡等衛メi三食とLで鉛線駄年数を数えてください｡
_______.. ∴!

(2,5石膏を練和する等狩､どの粒度の頻度で微毒調整(ゆるかrjたり､不発かつたりした朝議に

弘海LfN!j 恕政経盲謹言こ‡桓i e全く行わない

ほ3前衛を若:毒㌢敦に漁ぐ際に何かトラブルが起きたことがありますか?また綴撃たなすつた
時に紺か藁､ラブlレが起きたことばと臥りますか?

;L'L･二

図1.歯科衛生士 への ア ンケ- 卜調査用紙

-,一二 1-'こ上∴小 ′･r二!∴ [_:=!.･)

･_: 工 t,}P.､一･′､∫･/ 二′･･/I/r'- '!.:::.昌 ･/:l･J.･･Llil:-I_

て石膏の硬さを調整 す る 際 に使 用 す る)

練和する石膏は,用 意 した石 膏 嚢 ① か ら必 要 巌 の

(=十J.:. . :ト ･'■･.吏li.IU .バ :J.F..十 ::-,/,/.I.

･jl:二一,ト ::ヒロ ーj:･::∴ :. I: .一.ミ､U :-I '.･明 い

て水道水から直接 くみ取る. これ らを手 繰 和 しなが

らテ歯科衛生士が石膏の硬さ幻調節が必要だと感じ

たil!.:二∴ .I,･T'.I.:.;I/I:＼-.I,j､:_I;I.一里'I工･:､I:.-

j-i.I..'./I で :'､./I.''･ そ.一･[:/.Iは-･:･目上 ∴.-

ミッタス スタンド式 :ヨシダ製)を使用して練和

した.

離 混水比の算出

･:1.:･:-Li I.I-ii_::J､

巳_ -■i'!':邑∴.･･t. ､∴ ･,_.Jl:-;守 .:･ト l:.;.

元の登豊 (200g)から減 じることによ細線和 した

着常蚤を算珪毒した頼なお,石膏を加えて石膏の硬さ

を調節する際には同じ袋から必要量の石膏を取 吟出

してもらいチ残量から使用した石膏の重量を求めた.

･二_J,･.i_.‖上去

来は計量カップ1杯liや2g,半杯5鹿 として何杯の

I:こ∵弓:ii:i日 だ･.I,-IJ:.l･.,::il'r･･卜irJ'!.｣/､､-I:./,.･‥･ll;-.

した.
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-.･∴ 1. /∴∴I･..:L Lp.1一一一l.: )硬 十 l･･.I:L'.lr J:L･1,'∴二

は , 走 濠 の 水 をふ れ て あ る プ ラスチ ック容 器② 関東

/･∴ tIlllI.1･-∴ い . '･･･,. ･∴ !.､ .I-I:.ぎ∴_I. : :､l‥.I

紙 に 記 戟 して あ る水 の 濠 と食わせて混凍比の計算に

用いた.

･.亘l圭∴ J工 lト .∴ ∴

一二 ,-_一二 ､ ト iJ :. i"- (:ll.･'∴､∴.･:-::t･.･一･1､ト .

･い章二二'･･'∴ い.･:,:ト ､ ､ 二 ･.了,･一,:/i:':l.Ill.;∴･~:

I.il!J上目二､＼:描 . /鍔 '･ ･ r r , ､ !.::I㌔: ､･

として算IlHLた .

2.印象への石膏注入方法

計愛した石膏と兼を手練和する間に石膏の硬さを

調整する必要があると感じた場合にはず前項に記し

た方法で石膏や水を加えて石膏の硬さを微調 整 し,

さらに手練和した,その擾寅空練和機 (ニス - ミ ッ

クス スタンド式:ヨシダ梨)で練和後,バイ プ レー

I: - : -:･--1T:工 iJ‖ 卜I-･■∴ :､ '､ ;J-1':､

に注入した.

/LL..I:.'･L'∴､!､廿｣: .-';日.I.こ t日Jト､.… 一･'/r正

●l-. ■L･:-●∴ :yr.:.:仁･'I..､/-,:J::ILL･.ll::日 付 :二

つ いて調登 を実施しず衛生士ごとの試験片の 製 作 個

一､は･･I.∴jll':.I.I.::ト .∴

3.練和石膏碍圧縮 書密度試験法

l ..十･･∴･･･｣∵′.J∴:

模型周に練離した碓石膏は印象に注九線,その余

剰分で2滴の試験片を製作した.1橘は圧縮試験にチ

他職1滴は内部気泡の調査に使用した.また,試験

片の石膏密度はこれら2欄の試験片を機潤して算出

した.

∴.I::I:):li;''l･.二∴ j十一ll∴･-･'/､11lL il■ll:(I-_'卜:lm.

t.I-lL:･.ご1'･L. トl∴了./[･三･'･一.い､-.1∴.'-[:-;;JJ:二

十J:.!･･:;''I,･

ll.'i･',.;jJ∴･i∵t･十 ､,■~'1L- '-'- (,Ll･'いL

RⅡ)上で行い,容器に石膏注入後直ちにガラス

練板で庄接し,圧縮強さ測定および試験片密度の調

l'｢て･I/'Lー上.∴l二:ltJ/'l:.:I_た .Ij,IJl巨二J･ll′l二･:=･

-∴.∴膏.1･i･!JI,..-':∴二帖 くF∴ ･′:::＼㌦ ['緋..I㌔.llj

上白-･;;.古,･!.Ill∴ :二･･でJi-/J /..1∴.

2)圧縮強さの測定

:;≡_1･.:二二二'ト ･:I,.‖S∴ :l工∴ 一.･J.iL:/行いl上

●∴･;-･'i･斗.. いl:;:t:HI:I:.､工)･rl'･:/.1日.I.Ill.∴･:十 ･/I

試験片は島津潜能試験機 (RS功 にて毎分5mm

碍速さで垂直方向から加圧し,粉砕するまでの最太
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圧 縮 強 さ (MPa) を求 め た23.

l-::-I_:･-1'･ ＼二]i.l . 二〕 I- (1..)リト(J'.

i‥･:ill.i･.I.1!- 1､こt.: tE一両 f _JliL:‖

二ミ 1I-.I;J'l-I-'･.十:■工:帖二

Jく･)吉,.Il-lI-.'Hl.:J1-∴ ･:.I: ,十 十 ∴ '‥ il:･･ll:

'JT/./I/Lr∴･/:卜巨..:I:..I,.㌦'∴ :･こ. ∴ .:∴ 一石

;≡ i:. .･!∴~:J ∴ ､!.､.･I.I:､･.I∴･ll:･∴ -∴ .巨!:I,

/_:･_ll:∴:.:-.･･.:-:･一二一リ二;.廿ド '.liLJL･.11 ∴ 亘 ･ :

試験片の石膏密度を求めた.

･L}∴.:∴ ..lt:lt1..I,:'ト華Ll./･LlいJ:仁 ,･!.I.汗,:A-:; .､1. 工 :I･･

.-'LI;….'JH･:ドニ!一一･･i∴./':

卜 l■･ト∴､.言･一･･[:I:--Jl.･1

着膏を注Åする際,気泡は石膏表面よ り も 内 部 に

て:plI-rH ･. 一･･∴ I/･':LJltllトト .1∴ 111巨 _･-1こ

型を切削する過程でこの内部気泡が発生して しま う

と寸最悪の場合補綴物の製作が不可能となっ て しま

ラ.そこで,本業駿では製作した試験瑠一昭内 部 に ど

の華麗碍気泡が発生しているのか調査した.

..I.iLl/;∴.~I1'∴∴中上il‖二にlll∴ I.:.'三十 二 ･.i.

1･･･こい:.~､'-･J.吊..I:Ll.∴l■lI:.工 ､ii;閥./ .I

iOmm切削し,技工操作に支障をきたすような気 泡

,ド;i:′!:/I.I/.I.i.l･･./iI.･巨 ∴ .･∵∴.∴

･1.統計処理

業駿で得られた数倍それぞれについて,平均髄,

標準偏差を求めた.また,混水比と歯科衛生士とし

ての経験年数,混水比と圧縮強さおよび圧縮強さと

.上●二I'I :J'[:･十 1.ll. J=[･-;係-/,lJr/∴＼･',-I.-1'･:-,に ll

縮強さおよび石膏試験片への内部気泡の発生状況に

1;-.ll:辛 .':jMslL･11 ∴.

lV.結果

1.上JL∴-･j..-一

本研究の調査期間中をこ歯科衛生士10名が錬和した

石膏症例数は合計で86mであり,業務分担の関係で

ì.!､廿一.十･日.1㌦::･!.!l,lJJ.I:l･,.･.工∴1廿 .八十:i

回.､I'-･i'JS.(うIl]Iであった.

:一吊 巨･一l 二:I:![-十･∵一･∴･･･:/∴十:_' L='巨;､

-I.,1'-.,･.･..:∴こ..LJl･.11､1∴一]了 :I:.

) t.I/-/:A:㍗.∩.･●･混,.こJL

ト十 ･.̀ 日日i(:1一･J.llJ.こ∴二∴tl.Ji卜 lはJl I;･L∴巨-･r

I工 二~.､ト･JJl†i工ILl:.".' ･'l::･'.Il十 一.I:!(:･5:!一一…一, ∴.



38

表1.歯科衛生士10名が練和した石膏の混水比

明倫紀要15汗

術首 A li L' 1) 1.I F (; ll l .T
経験年数 8 4

混水比
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0.i)-1 ().二二ミ
し).コこう ().123

0.iZ:3 (I.1)二ミ
0.23 8,22
0.13 ().コこう
(I.2,1 0L)ニミ
0.i):i 0.1)こう

lt) L)1 ～) T i)二3 T Li l二三
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().i)1 0.1)i)
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().i)コ ().i):ミ 0.23 0.22 0.i)こミ 0.i)二号
().ココ ().コ1 0.i)ニ3 0.17 0.23 0.1)i)
(1.22 ().コ:; ().二二.3 0.i)ご
0.iZiZ ().コ() 0.23 ().i)i)
(1.1)1) O.コ0 0.i)二3 ().LIL)
0.i)ニミ (I.11 0.二･1 ().i)i)
0.i)3 0.i) し).コこう ().i)コ

0.JlJ (1.1):ミ ().i)こミ
().i) 0.i)i) ().22
0.1)二i (u)Al ().コiZ
().i):ミ 0.1)3
0.i)二i

､rJ'-'Jr直 ().L'二ミ ().23 ().i)2 0.23 ().lJLJ
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2.圧縮強さについて
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をこ支障をきたさないように遂行することを薮祝して

お治す気泡の混入に注意を払うようにとは指示して
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模型碍成形を行った後に試験片製作容器に石膏を注

入しているため,練祁したでの流動性が集われ,や

や気泡の混入しやすい状況にありたのではないかと

推察する.本試験で製作した試験片全体では約5.8%

に気泡の温泉が認められたが,臨床におnて歯科衛

教士は模型をこ気泡を混見させないことを最重要視し

てお印管楽際碍臨床模型滑気泡の混入割合は今回得

られた結果をはるかをこ下回るのではないかと推察す

る,事実 ∴ 審調登期間中に印象中に注入された石膏
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梨搾した石膏試験片 (円柱型望拍 22mm)を用いて

圧縮強さ,試験片の石膏密度,および内部気泡の混

4ま
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院の歯科衛生士は常に一定 の流 動性 を もった着
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崇や歯科衛壁土として碍経験年数 が安 定 した混 水

比碍調整もこ関係するのではないか と考 え, 両 者

鞘関係を調査したが相関関係は得られ なか った事
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が鬼ら艶,混水比が太きくなるほど圧縮強さが

かさくなる傾向を示した.標準混水比での圧縮
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乾燥時間の不足が影響してnると考えられる.

4.石膏密度および内部気泡碍発生状況と混水比

との間に相関関係は見られなかった中

謝 辞

革実験の実施をこご協ガ頂いた本学附属歯科診療所

長の教子潤教授馴 まじめとする診療所職員碍管さま

∴-:-..･二日 二･十｢.

文 献

II..卜‥･II､､p '､.･.'二′一r一一ト

u'･I･'…[:l･.::二∴1.1･'‖-J ∴パ∴JlJ.1日.[:JLlト川Jll:ll.

=!::I:!∴･'. ..:･!..L'[)ミtl

.'ト t.,i_l･I=‥-,II/～-一二:言1:I.:･,.;t:.-..吉J:''三仁

1･,:､I十!ミ':捌･.･L一了吊､.十!J∴.∴;:ll..<･lt､I:;.I/"'!,･L

書院,東京,20榊

.I i･lLLI/l'.･仁UJl･▲.I:･:j･'日,･L.･∴Jl･･ll.li≡昌:'･

.:･!..il轟.=;'･'likL‖Ll.-1l'1..;:_I..二l,1(I:;


